（第４号様式）
誓 約 書

　私は、自己又は自社の社員等が、群馬県の暴力団の排除に関する条例（以下「群馬県暴力団排除条例」という。）に規定する暴力団員等ではないこと、各号のいずれにも該当する者ではないことを誓約します。


令和　　年　　月　　日
　群馬県住宅供給公社
理事長 眞庭宣幸 様

　　　　　　　　　　　　　　　　所在地（住所）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　法人名・商号・名称等　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　職名　氏名　　　　　　　　　　　　　　
　
記
役員等名簿
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【裏面】
【備考】
　氏名、生年月日等、この調書に記載されたすべての個人情報は、群馬県住宅供給公社個人情報保護事務取扱要領の規定に基づき取り扱うものとします。

【記入方法】
１　この名簿には、次に該当する者を記載してください。なお、氏名は正確な（旧字等）字体で記載してください。
　(1)　株式会社、有限会社については、取締役（代表取締役を含む、）及び執行役（代表執行役を含む。）
　(2)　合名会社又は合同会社については、社員
　(3)　合資会社については、無限責任社員
　(4)　一般社団法人若しくは公的社団法人又は一般財団法人若しくは公的財団法人については、理事
　(5)　(1)から(4)までに掲げる法人以外の法人については、(1)から(4)までに掲げる役職に相当する地位にあることとされる者
　(6)　法人格を有しない団体者については、代表者及び団体の規約において重要な意思決定に直接関与することとされる者
　(7)　個人については、その者
　(8)　次に該当する場合は、(1)から(7)に掲げる者のほか、次の者
　　①　支配人を置く場合は、支配人
　　②　支店長又は営業所長その他の者に契約事務を委任する場合は、支店長又は営業所長その他の者
　(9)　当該法人が会社更生手続き又は民事再生手続き中である場合は、(1)から(8)までに掲げる者のほか、管財人
２　新たにこの名簿に記載すべき者が就任した場合は、遅滞なく本書を提出してください。

〇群馬県暴力団排除条例（抜粋）
（目的）
第一条この条例は、暴力団員による不当な行為を防止し、及びこれにより県民生活又は県内の事業活動に生じる不当な影響を排除するため、暴力団排除に関し、基本理念を定め、並びに県、県民及び事業者の責務を明らかにするとともに、暴力団排除に関する基本的施策、青少年の健全な育成を図るための措置、暴力団の威力を利用することの禁止等について定めることにより、暴力団排除を推進し、もって県民の安全で平穏な生活の確保に資することを目的とする。
（定義）
第二条この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
一暴力団暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成三年法律第七十七号。以下「法」という。）第二条第二号に規定する暴力団をいう。
二暴力団員法第二条第六号に規定する暴力団員をいう。
三暴力団員等暴力団員又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有する者をいう。
（事業者の責務）
第六条事業者は、その行う事業に関し不当要求行為があった場合には、基本理念にのっとり、県、県暴力追放運動推進センター等に相談するなどして、その排除に努めるものとする。
２ 事業者は、その行う事業に関し、暴力団との一切の関係を遮断するよう努めるとともに、県が推進する暴力団排除に関する施策に協力するよう努めるものとする。
３ 事業者は、暴力団排除に資すると認められる情報を知ったときは、県に対し、当該情報を提供するよう努めるものとする。
